
Ａ０ 損傷が認められない。

記 号

道路橋の機能に支障が生じていない状
態。

健全性診断の判定区分及び対策区分の判定区分

道路橋定期点検要領 群馬県橋梁点検要領（改訂版）

健全性診断の判定区分
対策区分の判定区分

（定期点検）

状　態 記 号 内　容

Ｍ

橋梁構造の安全性の観点から、緊急対
応の必要性がある。

Ｅ２ その他、緊急対応の必要がある。

Ａ 損傷が軽微で補修を行う必要がない。

Ｓ２ 追跡調査の必要がある。

Ｃ1
予防保全の観点から、速やかに補修を
行う必要がある。

Ｅ１

　群馬県橋梁点検要領(案)【改訂版】に定める「定期点検」を実施し、橋梁の損傷状
況を把握したうえで、群馬県橋梁点検要領(案)【改訂版】及び国土交通省橋梁定期点
検要領に基づき対策区分の判定を行いました。
　また、その結果を基に道路橋定期点検要領の区分により健全性診断を判定いたしま
した。
　

平成29年度 橋梁点検の概要

調査の結果を踏まえて、Ⅰ～Ⅳで判
断。

Ⅳ
道路橋の機能に支障が生じている、又
は生じる可能性が著しく高く、緊急に
措置を講ずべき状態。

道路橋の機能に支障が生じていないが,
予防保全の観点から措置を講ずること
が望ましい状態。

Ⅱ

Ｓ１

Ⅲ
道路橋の機能に支障が生じる可能性が
あり、早期に措置を講ずべき状態。

Ｃ2
橋梁構造の安全性の観点から、速やか
に補修を行う必要がある。

維持工事で対応する必要がある。

Ｂ 状況に応じて補修を行う必要がある。

詳細調査の必要がある。
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平成29年度　橋梁点検結果一覧表
(2)速やかな補修が必要なその他部材

1 ２－４号橋（鳳来橋） 50.0 1 鋼：トラス橋 1967 無 Ⅱ C1 床版 伸縮装置 防護柵、舗装

2 ２－１４号橋 3.5 1 ＲＣ：スラブ橋 不明 無 Ⅰ

3 ２－１５号橋 3.2 1 ＲＣ：スラブ橋 不明 無 Ⅰ

4 ２－１６号橋 3.3 1 ＲＣ：スラブ橋 不明 無 Ⅰ C1 伸縮装置 支承本体、舗装

5 ２－１８号橋 13.6 1 ＲＣ：Ｔ桁橋 1959 無 Ⅲ C2 主桁 伸縮装置、支承本体 地覆

6 ２－１９号橋 12.6 1 ＲＣ：Ｔ桁橋 不明 無 Ⅰ C1 伸縮装置、支承本体 防護柵、舗装

7 ２－３０号橋（柳ヶ島橋） 21.8 1 ＰＣ：プレテンスラブ桁橋 1996 無 Ⅰ C1 伸縮装置 地覆、その他

8 ２－３７号橋（黒原橋） 6.9 1 ＲＣ：スラブ橋 不明梯子 無 Ⅰ

9 ２－４０号橋（大石第２橋） 3.4 1 ＲＣ：RCボックスカルバート 不明 無 Ⅰ

10 ２－４４号橋 4.4 1 ＲＣ：スラブ橋 不明 無 Ⅰ

11 ２－４５号橋 4.4 1 ＲＣ：スラブ橋 不明 無 Ⅰ C1 伸縮装置

12 ２－４６号橋 3.2 1 ＲＣ：スラブ橋 不明 無 Ⅰ

13 ２－５９号橋（境野橋） 12.5 1 ＰＣ：プレテンスラブ桁橋 1995 無 Ⅰ C1 伸縮装置

14 ２－６０号橋 2.4 1 ＰＣ：RCボックスカルバート 不明 無 Ⅰ

15 ３－１０号橋（弁天橋） 55.0 1 鋼：トラス橋 1975 無 Ⅱ C1 主桁、床版
伸縮装置、横構、支承本体・アンカーボル
ト

防護柵、舗装、排水管、支承本体・アンカーボ
ルト

16 ３－１７号橋 4.4 1 ＲＣ：スラブ橋 不明 無 Ⅰ C1 伸縮装置 舗装

17 ３－１８号橋 6.4 1 ＲＣ：スラブ橋 不明 無 Ⅰ

18 ３－１９号橋 5.2 1 ＲＣ：スラブ橋 不明 無 Ⅰ 舗装

19 ３－２０号橋 4.6 1 鋼：コルゲードパイプ 不明 無 Ⅰ C1 舗装

20 ３－２１号橋 3.9 1 ＲＣ：スラブ橋 不明 無 Ⅰ C1 舗装

21 ３－２２号橋 3.4 1 ＲＣ：スラブ橋 不明 無 Ⅲ C2 床版

22 ３－２３号橋（向田谷橋） 11.5 1 ＲＣ：スラブ橋 1984 無 Ⅰ 地覆、舗装

23 ３－２４号橋 9.7 1 ＲＣ：スラブ橋 不明 無 Ⅰ

24 ３－２５号橋 7.4 1 PC：プレテンスラブ桁橋 不明 無 Ⅰ C1 伸縮装置 排水管

25 ４－２７号橋（広石橋） 11.0 1 ＲＣ：スラブ橋 1972 無 Ⅰ
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(2)速やかな補修が必要なその他部材
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26 ４－２８号橋 13.6 1 ＰＣ：スラブ橋 不明 無 Ⅲ C2 床版 舗装

27 ４－２９号橋（上ノ沢橋） 18.2 1 ＰＣ：プレテンション方式PC床版橋 2001 無 Ⅱ C1 橋台 舗装、その他

28 ４－３３号橋 4.5 1 鋼：Ｈ桁橋 不明 無 Ⅲ C2 主桁、横桁

29 ４－３４号橋（的場２号橋） 4.4 1 ＲＣ：スラブ橋 不明 無 Ⅰ

30 ４－３６号橋（家形入橋） 5.5 1 ＲＣ：スラブ橋 不明 無 Ⅰ 舗装

31 ４－３８号橋 3.8 1 ＲＣ：スラブ橋 1997 無 Ⅰ

32 ４－３９号橋（天神１号橋） 3.5 1 ＲＣ：スラブ橋 不明 無 Ⅰ 伸縮装置

33 ４－４０号橋 8.2 1 ＲＣ：スラブ橋 不明 無 Ⅰ

34 ４－４１号橋 12.2 1 鋼：I桁橋 不明 無 Ⅱ C1 主桁、床版 伸縮装置 橋台

35 ４－４２号橋 7.6 1 ＲＣ：スラブ橋 不明 無 Ⅰ

36 ４－４３号橋 8.6 1 ＲＣ：スラブ橋 不明 無 Ⅰ

37 ４－４４号橋（五郎見橋） 3.8 1 ＲＣ：スラブ橋 1975 無 Ⅰ C1 舗装

38 ４－４６号橋（諏訪沢２号橋） 3.0 1 ＲＣ：スラブ橋 1973 無 Ⅰ 地覆

39 ４－４７号橋（諏訪沢１号橋） 2.9 1 ＲＣ：スラブ橋 1973 無 Ⅰ C1 地覆 舗装

40 ４－４８号橋 5.8 1 ＲＣ：スラブ橋 1988 無 Ⅰ C1 伸縮装置

41 ４－４９号橋（羽田橋） 5.3 1 ＲＣ：ボックスカルバート 不明 無 Ⅱ C1 床版、橋台

42 ４－５０号橋 7.7 1 ＲＣ：RCボックスカルバート 不明 無 Ⅰ C1 舗装

43 ４－５５号橋（下中橋） 25.0 2 鋼：Ｈ桁橋 不明 無 Ⅰ C1 伸縮装置 主桁、床版、橋脚、地覆

44 ４－８８号橋 8.4 1 ＲＣ：スラブ橋 1990 無 Ⅰ C1 伸縮装置 舗装

45 ４－８９号橋 7.3 1 ＲＣ：スラブ橋 1991 無 Ⅰ

46 ４－９２号橋 6.2 1 ＲＣ：スラブ橋 不明 無 Ⅱ C1 床版、橋台 舗装

47 ５－３１号橋（荒神橋） 69.5 3 鋼：方杖ラーメン橋 1980 無 Ⅱ C1 床版 伸縮装置、支承本体・アンカーボルト 縁石、舗装、照明施設、排水管、支承本体

48 ５－４２号橋（陣出橋） 77.0 3 鋼：版桁橋 1977 無 Ⅱ C1 床版、橋脚、主桁、横桁、床桁、橋脚
舗装、伸縮装置、支承本体・アンカーボルト、地
覆、横構

伸縮装置、照明施設、排水ます、支承本体・ア
ンカーボルト、舗装

49 ３－５号橋（上本丸橋） 59.8 4 鋼：方杖ラーメン橋 1972 無 Ⅲ C2 床版
地覆、伸縮装置、支承本体・アンカーボルト・舗
装

防護柵、地覆、舗装、支承本体・アンカボルト、
排水管、親柱

50 ４－２２号橋（沢尻橋） 17.3 2 RC T桁橋 1967 無 Ⅱ C2 床版,橋台
地覆,舗装,伸縮装置,支承本
体,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

防護柵,地覆,支承
本体
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